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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益
税引前

四半期利益
四半期利益

親会社の所有
者に帰属する
四半期利益

四半期包括
利益合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 109,312 52.2 46,585 275.0 55,704 38.2 42,214 22.6 42,562 22.6 92,600 63.6

2023年３月期第１四半期 71,839 4.2 12,421 △33.9 40,310 75.7 34,426 6.9 34,722 7.7 56,607 66.8

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 144.62 144.57
2023年３月期第１四半期 115.17 115.13

　

(注) 売上収益には、ADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金が含まれております。

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 1,363,776 1,192,178 1,170,421 85.8

2023年３月期 1,311,800 1,121,878 1,100,046 83.9

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 60.00 － 75.00 135.00

2024年３月期 －

2024年３月期(予想) 75.00 － 75.00 150.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 217,000 43.9 80,500 185.2 98,000 44.2 78,000 36.2 265.03
通期 450,000 5.5 150,000 0.7 192,500 △12.6 155,000 △16.2 526.66

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2024年３月期１Ｑ 307,386,165株 2023年３月期 307,386,165株

② 期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 13,080,742株 2023年３月期 13,080,279株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2024年３月期１Ｑ 294,305,575株 2023年３月期１Ｑ 301,482,644株
　

(注)期末自己株式数には、シオノギ感染症研究振興財団に係る三井住友信託銀行株式会社の信託口（再信託受託

者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））が保有する当社株式（2024年３月期１Ｑ及び2023年３月期：３

百万株）が含まれております。また、当該株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります。（2024年３月期１Ｑ：３百万株）。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料

Ｐ.３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。

当社は、2023年７月31日（月）にアナリスト向け説明会を開催する予定です。説明内容（トランス

クリプト）については、当日使用する資料とともに、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予

定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日　至 2023年６月30日)の業績は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

当第１四半期
連結累計期間

前第１四半期
連結累計期間

増減 増減率(％)

売上収益※１ 109,312 71,839 37,472 52.2

営業利益 46,585 12,421 34,163 275.0

コア営業利益※２ 46,914 12,662 34,251 270.5

税引前四半期利益 55,704 40,310 15,393 38.2

親会社の所有者に帰属する
四半期利益

42,562 34,722 7,839 22.6

EBITDA※３ 51,300 16,963 34,336 202.4

※１ 売上収益には、ADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金が含まれております。

※２ コア営業利益：営業利益から非経常的な項目（減損損失、有形固定資産売却益など）を調整した利益

※３ Earnings Before Interest, Taxes, Depreciation, and Amortization：コア営業利益に減価償却費を加えた

利益

売上収益につきましては、前年同期比52.2％の増収となりました。国内医療用医薬品の売上収益につきまして

は、インチュニブ及びビバンセの共同開発・商業化に関するライセンスを武田薬品工業株式会社へ移管したこと

による一時金を受領したことや、COVID-19治療薬ゾコーバの市場浸透による売上収益の増加により前年同期比

141.6％の増収となりました。海外子会社及び輸出の売上収益につきましては、多剤耐性グラム陰性菌に効果を示

すセフィデロコル（米国の製品名：Fetroja、欧州の製品名：Fetcroja）が欧米で好調に推移して前年同期比36.2

％の増収となりました。ロイヤリティー収入につきましては、Dovatoや長時間作用型治療薬Cabenuva、予防薬

Apretudeを中心にヴィーブに導出したHIVフランチャイズの売上が伸長したことや、為替の影響により前年同期比

16.7％の増収となりました。

利益面につきましては、COVID-19関連プロジェクトや主要な開発プロジェクトへの投資により研究開発費が増

加しましたが、売上収益の増加に伴い営業利益は前年同期比275.0％の増益となりました。税引前四半期利益につ

きましては、2022年度第１四半期連結累計期間において、2021年度第４四半期に受領予定であったヴィーブから

の配当金や、ヴィーブがギリアドとの訴訟の和解に伴う一時金を受領したことによる配当金の影響がありました

が、売上収益の増加により、前年同期比38.2％の増益となりました。親会社の所有者に帰属する四半期利益につ

きましては前年同期比22.6％の増益となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は１兆3,637億76百万円で、前連結会計年度末に比べて519億76百万円

増加しました。

非流動資産は、為替の影響によるその他の金融資産の増加、その他の非流動資産等の増加により5,804億98百万

円となり、前連結会計年度末に比べて528億90百万円の増加となりました。流動資産は現金及び現金同等物の減

少、３ヶ月超の定期預金及び債券（流動資産のその他の金融資産に含みます）の増減、その他の流動資産の減少

等の結果、7,832億78百万円となり、前連結会計年度末に比べて９億14百万円減少しました。

資本については１兆1,921億78百万円となり、四半期利益の計上、配当金の支払、在外営業活動体の外貨換算差

額（その他の資本の構成要素に含みます）の増加により、前連結会計年度末に比べて703億円増加しました。

負債については1,715億98百万円で、前連結会計年度末に比べて183億23百万円減少しました。

非流動負債は、314億77百万円で、前連結会計年度末に比べて１億８百万円の増加となりました。流動負債は

1,401億20百万円で、未払法人所得税の減少等により、前連結会計年度末に比べて184億31百万円の減少となりま

した。
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（３）当四半期のキャッシュ・フローの概況

当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期利益の計上、ヴィーブから

の受取配当金の増加の一方で、営業債権の増加や法人税等の支払額の増加等により、前年同期に比べ68億65百万

円少ない313億84百万円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形資産の取得の減少、定期預金の増減等により、前年同期に比べ477

億18百万円少ない347億55百万円の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、支払配当金の増加や前期に子会社における第三者割当による増資があ

ったことにより、前年同期に比べ88億52百万円多い230億73百万円の支出となりました。

これらを合わせた当第１四半期連結累計期間の現金及び現金同等物の増減額は201億47百万円の減少となり、当

第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の四半期末残高は、2,890億76百万円となりました。

（４）今後の見通し

2023年５月10日に公表した2024年３月期連結業績予想から変更はございません。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

売上収益 71,839 84,303

ライセンス移管に伴う利益 - 25,008

売上原価 △12,945 △13,119

売上総利益 58,893 96,192

販売費及び一般管理費 △22,447 △23,191

研究開発費 △22,530 △24,997

製品に係る無形資産償却費 △956 △849

その他の収益 165 92

その他の費用 △702 △660

営業利益 12,421 46,585

金融収益 27,913 10,073

金融費用 △24 △954

税引前四半期利益 40,310 55,704

法人所得税費用 △5,884 △13,490

四半期利益 34,426 42,214

四半期利益の帰属

親会社の所有者 34,722 42,562

非支配持分 △295 △347

四半期利益 34,426 42,214

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 115.17 144.62

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 115.13 144.57
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（要約四半期連結包括利益計算書）

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

四半期利益 34,426 42,214

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する
ものとして指定した資本性金融商品の公正価値
の純変動額

1,125 2,989

確定給付制度の再測定 △365 418

純損益に振り替えられることのない項目合計 760 3,408

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の外貨換算差額 22,580 52,313

キャッシュ・フロー・ヘッジの有効部分 △1,160 △5,335

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 21,420 46,978

税引後その他の包括利益合計 22,180 50,386

四半期包括利益 56,607 92,600

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 56,042 92,675

非支配持分 564 △74

四半期包括利益 56,607 92,600
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（２）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産

非流動資産

有形固定資産 112,085 111,005

のれん 9,819 9,894

無形資産 96,309 99,902

使用権資産 6,482 6,540

投資不動産 26,382 26,380

その他の金融資産 247,711 276,777

繰延税金資産 22,100 21,178

その他の非流動資産 6,716 28,819

非流動資産合計 527,607 580,498

流動資産

棚卸資産 57,919 62,600

営業債権 109,774 115,359

その他の金融資産 254,131 287,309

未収法人所得税 68 151

その他の流動資産 53,074 28,779

現金及び現金同等物 309,224 289,076

流動資産合計 784,192 783,278

資産合計 1,311,800 1,363,776
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資本及び負債

資本

資本金 21,279 21,279

資本剰余金 15,204 15,204

自己株式 △63,074 △63,076

利益剰余金 940,606 961,288

その他の資本の構成要素 186,030 235,725

親会社の所有者に帰属する持分 1,100,046 1,170,421

非支配持分 21,832 21,757

資本合計 1,121,878 1,192,178

負債

非流動負債

リース負債 6,397 6,472

その他の金融負債 4,844 4,834

退職給付に係る負債 12,867 12,042

繰延税金負債 5,916 6,287

その他の非流動負債 1,343 1,841

非流動負債合計 31,369 31,477

流動負債

リース負債 3,014 3,079

営業債務 14,005 15,300

その他の金融負債 29,720 34,511

未払法人所得税 42,217 17,512

その他の流動負債 69,595 69,717

流動負債合計 158,552 140,120

負債合計 189,921 171,598

資本及び負債合計 1,311,800 1,363,776
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間 (自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

(単位：百万円)

資本金
資本
剰余金

自己株式
利益
剰余金

その他の
資本の
構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分

非支配
持分

資本合計

2022年４月１日残高 21,279 14,455 △57,857 832,958 164,824 975,661 17,624 993,285

四半期利益 34,722 34,722 △295 34,426

税引後その他の包括利
益合計

21,320 21,320 860 22,180

四半期包括利益 - - - 34,722 21,320 56,042 564 56,607

自己株式の取得 △1 △1 △1

配当金 △18,088 △18,088 △18,088

支配継続子会社に対す
る持分変動

748 748 3,965 4,714

その他の資本の構成要
素から利益剰余金への
振替

△365 365 - -

2022年６月30日残高 21,279 15,204 △57,858 849,226 186,510 1,014,361 22,154 1,036,516

当第１四半期連結累計期間 (自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

(単位：百万円)

資本金
資本
剰余金

自己株式
利益
剰余金

その他の
資本の
構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分

非支配
持分

資本合計

2023年４月１日残高 21,279 15,204 △63,074 940,606 186,030 1,100,046 21,832 1,121,878

四半期利益 42,562 42,562 △347 42,214

税引後その他の包括利
益合計

50,113 50,113 272 50,386

四半期包括利益 - - - 42,562 50,113 92,675 △74 92,600

自己株式の取得 △2 △2 △2

配当金 △22,297 △22,297 △22,297

その他の資本の構成要
素から利益剰余金への
振替

418 △418 - -

2023年６月30日残高 21,279 15,204 △63,076 961,288 235,725 1,170,421 21,757 1,192,178
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 40,310 55,704

減価償却費及び償却費 4,300 4,385

減損損失 - 100

金融収益及び金融費用 △27,091 △4,519

営業債権及びその他の債権の増減額
（△は増加）

25,898 △4,988

棚卸資産の増減額（△は増加） △5,785 △4,263

営業債務及びその他の債務の増減額
（△は減少）

2,937 △2,312

その他 △2,879 4,927

小計 37,689 49,033

利息及び配当金の受取額 12,718 19,621

利息の支払額 △26 △14

法人所得税の支払額 △12,132 △37,255

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,249 31,384

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △181,608 △105,291

定期預金の払戻による収入 118,742 68,502

有形固定資産の取得による支出 △5,040 △2,895

無形資産の取得による支出 △13,290 △3,425

投資の取得による支出 △51,716 △28,477

投資の売却及び償還による収入 50,436 36,549

その他 1 281

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,474 △34,755
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース負債の返済による支出 △843 △779

自己株式の取得による支出 △1 △2

配当金の支払額 △18,089 △22,292

非支配持分からの払込による収入 4,714 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,221 △23,073

現金及び現金同等物の為替変動による影響 8,654 6,297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △49,791 △20,147

現金及び現金同等物の期首残高 254,420 309,224

現金及び現金同等物の四半期末残高 204,629 289,076
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当社グループは、当第１四半期連結会計期間より、以下の基準を適用しております。以下の基準の適用が要約四

半期連結財務諸表に与える重要な影響はありません。

基準書 基準名 新設・改訂の概要

IAS第12号 法人所得税 単一の取引から生じた資産及び負債に係る繰延税金の会計処理を明確化

（セグメント情報）

当社グループは、医療用医薬品の研究開発、仕入、製造、販売並びにこれらの付随業務を事業内容とする単一事

業であります。製品別の販売状況、会社別の利益などの分析は行っておりますが、事業戦略の意思決定、研究開発

費を中心とした経営資源の配分は当社グループ全体で行っており、従って、セグメント情報の開示は省略しており

ます。

（追加情報）

（ライセンス移管に伴う利益）

インチュニブ・ビバンセのライセンスを武田薬品工業株式会社に移管したことに伴い、受領した対価と認識を中

止した無形資産との差額25,008百万円を連結損益計算書の「ライセンス移管に伴う利益」に表示し、売上総利益に

含めております。当該利益はIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」に基づく収益ではありませんが、当社グ

ループは、仕掛研究開発資産・販売権等の無形資産への投資の回収方法として、自社による製造及び販売による収

益の獲得、他社への導出による一時金及びロイヤリティー収入の受領等、その時点における最適な方法を採用して

おり、本取引についても、それらの投資回収方法の一つであります。そのため、売上総利益に含めて表示すること

で財務諸表利用者への有用な情報提供に資すると判断しております。

（重要な後発事象）

（企業結合）

当社は、2023年６月25日付で、Qpex Biopharma, Inc.（以下「Qpex社」という）を完全子会社化する契約を締

結し、2023年７月５日付にて子会社化しました。

１．企業結合の目的

当社が買収したQpex社は、薬剤耐性（Antimicrobial resistance：AMR）を持つ細菌を標的とする新規抗菌薬の

創薬・開発に焦点を当てた製薬企業であり、多様なβ-ラクタマーゼに対して広域阻害スペクトラムを有する新規

β-ラクタマーゼ阻害剤であるボロン酸誘導体Xeruborbactamを創出しています。Xeruborbactamは薬剤耐性のある

グラム陰性菌によって引き起こされる感染症に対して、カルバペネム系抗生物質meropenemを併用薬とする注射剤

OMNIvance®とセフェム系抗生物質ceftibutenを併用とする経口剤ORAvanceTMとして臨床開発が進められています。

また、新規抗菌薬の探索や臨床開発の豊富な経験を有しているのみならず、米国において生物医学先端研究開発

機構（BARDA）をはじめとする各規制当局などとの豊富な外部ネットワークを構築しています。

Qpex社のAMRに対する有望な開発品や抗菌薬研究開発のケイパビリティ、米国における外部ネットワークは、当

社のビジネスの方向性と合致しており、シナジー効果の発揮を期待できることから、このたび同社を完全子会社

化する契約の締結に至りました。

２．企業結合の概要

被取得企業の名称 Qpex Biopharma, Inc.

被取得企業の事業の内容 感染症領域における医薬品の研究・開発

取得日 2023年７月５日
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３．取得した議決権付資本持分の割合

取得直前に所有していた議決権比率 0％

取得日に取得した議決権比率 100.00％

取得後の議決権比率 100.00％

４．被取得企業の取得原価及びその内訳

被取得企業の取得一時金 113百万米ドル

すべて現金で支出しております。

上記のほか、今後の研究開発の達成状況に応じ、最大40百万米ドルの支払いが発生する見込みであります。

連結財務諸表の承認日までに当該企業結合の当初の会計処理が完了していないため、取得資産、引受負債及び

のれん等の詳細は開示しておりません。

（子会社株式の譲渡）

当社は、2023年７月３日付で、当社100％出資のグループ会社であるシオノギビジネスパートナー株式会社（以

下「シオノギビジネスパートナー」という）の株式の一部をアクセンチュア株式会社（以下「アクセンチュア

社」という）に譲渡し、合弁会社化しました。

１.株式譲渡の目的

当社グループは、2022年７月の組織改編において、間接業務の効率化を目的にシオノギビジネスパートナーを

存続会社として傘下の４社を統合し、人事、総務、経理財務をはじめとするオペレーション業務の効率化を図っ

てまいりました。その後も、業務改革をさらに加速しつつ、従事する従業員の専門性を高める方策を検討してき

た結果、2023年７月３日付で当社が所有するシオノギビジネスパートナーの株式の80％をアクセンチュア社に譲

渡し、合弁会社化いたしました。また、本合弁会社化に先立ち、医薬品医療機器法等に定められた当社グループ

の安全管理業務、製造販売後調査業務の一部を担うシオノギファーマコビジランスセンター株式会社は、アクセ

ンチュア社が手掛ける安全管理業務に関するビジネス プロセス マネージド サービスとのシナジーを目的とし、

2023年７月１日付でシオノギビジネスパートナーに吸収合併して合弁会社化の対象といたしました。

このたびの合弁会社化を通じ、アクセンチュア社が強みを有する間接業務の標準化やIT投資により、徹底した

効率化を図ります。さらに、同社が持つノウハウを活かし、シオノギビジネスパートナーおよびシオノギファー

マコビジランスセンター両社従業員の専門性を引き上げる機会を創出し、市場競争力のある同合弁会社のサービ

スの提供と当社グループの一層の事業発展を目指してまいります。

２. 株式譲渡の概要

名称 シオノギビジネスパートナー株式会社

事業の内容 シェアードサービス（当社グループの人事、総務、広報、施設管理、データベース管理、経理、

財務、調達、営業支援、マーケティング支援、教育研修、キャリア開発支援）

医薬品医療機器法等に定められたSHIONOGIグループの安全管理業務、製造販売後調査に係わる業

務の受託

株式譲渡日 2023年７月３日

３.譲渡先の企業名称：アクセンチュア株式会社

４.譲渡した議決権付き資本持分の割合

譲渡直前に所有していた議決権比率 100.00％

譲渡日に譲渡した議決権比率 80.00％

譲渡後の議決権比率 20.00％

５.業績に与える影響

本株式譲渡による当社グループの業績に与える影響につきましては、現在精査中であります。

　



2024年３月期 第１四半期業績 補足資料
2023年７月31日

塩野義製薬株式会社

① 事業別売上収益
(単位：億円)

2023年上期

予測

2023年度

予測

2023年

４-６月

実績

2022年

４-６月

実績

対前年

増減額

対上期予測

進捗率

国内医療用医薬品 874 1,341 459 190 269 52.5

(162.1) (78.7) (141.6) (△19.0)

感染症薬 400 657 93 21 72 23.1

サインバルタ 21 42 11 17 △5 52.6

オキシコンチン類 21 41 11 12 △1 52.7

スインプロイク 23 49 10 8 2 45.2

アシテア 4 10 1 1 0 35.0

ムルプレタ 1 1 0 0 0 44.2

ピレスパ 11 19 5 7 △2 47.9

その他 393 521 327 125 203 83.2

海外子会社/輸出 280 966 120 88 32 42.8

(40.5) (127.3) (36.2) (△5.3)

Shionogi Inc. 67 136 40 30 10 60.3

Shionogi B.V. 54 115 30 19 11 54.9

平安塩野義/C&O 132 580 31 25 6 23.4

その他 27 134 19 14 5 69.9

製造受託 73 138 40 34 6 54.7

(△0.4) (△10.1) (19.1) (△10.2)

一般用医薬品 68 150 23 19 3 33.3

(8.6) (14.2) (16.6) (△21.2)

ロイヤリティー収入 869 1,895 448 384 64 51.6

(4.4) (8.5) (16.7) (29.7)

HIVフランチャイズ 860 1,850 443 373 70 51.4

その他 9 45 6 11 △5 65.5

その他 5 10 3 3 △0 58.6

(△17.4) (△21.6) (△7.3) (△13.8)

合計 2,170 4,500 1,093 718 375 50.4

(43.9) (5.5) (52.2) (4.2)

注) １．( )内 対前年UP％

２．国内医療用医薬品の製商品別売上収益は単体実績

３．感染症薬の構成製品：ゾコーバ、COVID-19ワクチン、ゾフルーザ、ラピアクタ、ブライトポックFlu・Neo、

フィニバックス、フルマリン、フロモックス、シオマリン、バクタ、フラジール、イソジン

４．国内医療用医薬品の「その他」にはADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金が含まれております。

　



② - １ 四半期別業績推移(四半期別事業別売上収益)

2023年３月期
2022年４-６月

実績
対前年
UP率

2022年７-９月
実績

対前年
UP率

2022年10-12月
実績

対前年
UP率

2023年１-３月
実績

対前年
UP率

国内医療用医薬品 190 △19.0 144 △39.3 213 △4.9 204 4.0

インチュニブ 47 29.5 48 19.7 53 17.2 44 3.6

ビバンセ 3 105.8 3 91.0 4 80.1 4 58.6

感染症薬 21 △2.3 △26 － 35 15.9 45 49.6

サインバルタ 17 △75.6 14 △70.3 14 △47.5 10 △43.5

オキシコンチン類 12 △4.4 11 △10.0 12 △6.9 9 △9.5

スインプロイク 8 31.7 8 27.2 10 31.0 8 22.6

アシテア 1 18.0 1 3.4 1 11.5 1 4.2

ムルプレタ 0 △12.4 0 △3.0 0 △23.2 0 △29.1

ピレスパ 7 △29.0 7 △33.2 7 △38.3 5 △33.4

その他 75 △4.4 77 △4.8 77 △11.7 77 △0.4

クレストール 11 △25.7 11 △34.3 11 △31.5 9 △30.6

海外子会社/輸出 88 △5.3 111 37.2 106 21.7 119 45.1

Shionogi Inc. 30 △36.2 44 38.2 41 25.2 40 50.4

平安塩野義/C&O 25 7.4 31 30.7 27 10.6 36 21.5

Shionogi B.V. 19 108.6 24 75.3 23 50.4 24 109.9

製造受託 34 △10.2 40 △13.4 29 △15.5 51 △10.0

一般用医薬品 19 △21.2 43 20.9 38 60.8 31 11.3

ロイヤリティー収入 384 29.7 449 25.4 485 31.0 430 △45.5

HIVフランチャイズ 373 29.3 431 32.9 466 33.2 415 △46.6

クレストール － － － － 13 15.4 － －

その他 11 42.6 18 △46.4 6 △35.7 14 28.4

COVID-19関連製品 － － － － 1,000 － 47 －

その他 3 △13.8 3 △29.1 4 △26.1 2 △44.3

合計 718 4.2 789 3.7 1,876 151.6 883 △23.5

注) 国内医療用医薬品の製商品別売上収益は単体実績

2024年３月期
2023年４-６月

実績
対前年
UP率

国内医療用医薬品 459 141.6

感染症薬 93 348.9

サインバルタ 11 △32.4

オキシコンチン類 11 △6.8

スインプロイク 10 29.7

アシテア 1 13.9

ムルプレタ 0 5.8

ピレスパ 5 △25.7

その他 327 162.5

海外子会社/輸出 120 36.2

Shionogi Inc. 40 34.5

Shionogi B.V. 30 61.3

平安塩野義/C&O 31 22.2

その他 19 31.7

製造受託 40 19.1

一般用医薬品 23 16.6

ロイヤリティー収入 448 16.7

HIVフランチャイズ 443 18.7

その他 6 △47.6

その他 3 △7.3

合計 1,093 52.2

注) １．国内医療用医薬品の製商品別売上収益は単体実績

２．国内医療用医薬品の「その他」には、インチュニブ、ビバンセ及びADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金が含まれております。

　



② - ２ 四半期別業績推移(四半期別連結損益計算書)

2023年３月期
2022年４-６月

実績

対前年
UP率

2022年７-９月
実績

対前年
UP率

2022年10-12月
実績

対前年
UP率

2023年１-３月
実績

対前年
UP率

売上収益 718 4.2 789 3.7 1,876 151.6 883 △23.5

18.0 18.3 9.2 20.0

売上原価 △129 5.0 △144 △1.6 △172 33.6 △177 13.6

売上総利益 589 4.0 645 5.0 1,704 176.3 707 △29.3

31.2 30.5 12.9 30.7

販売費及び一般管理費 △224 3.2 △241 7.0 △242 8.4 △271 7.4

31.4 33.2 13.9 31.2

研究開発費 △225 53.0 △262 94.8 △261 30.1 △276 11.3

製品に係る
無形資産償却費

1.3 1.3 0.5 1.0

△10 16.9 △10 20.9 △9 10.2 △8 △15.2

その他の収益・費用 △5 25 △9 △126
17.3 20.0 63.0 2.9

営業利益 124 △33.9 158 △33.8 1,182 565.9 25 △94.9

金融収益・費用 279 572.5 119 195.1 126 102.7 190 －

56.1 35.0 69.7 24.4

税引前四半期利益 403 75.7 277 △0.8 1,308 446.1 215 △58.2

税金費用他 △56 － △51 △26.8 △303 398.8 57 －

親会社の所有者に帰属する

四半期利益

48.3 28.6 53.6 30.8

347 7.7 225 7.9 1,005 462.2 272 △36.9

2024年３月期
2023年４-６月

実績

対前年
UP率

売上収益 1,093 52.2

12.0

売上原価 △131 1.3

売上総利益 962 63.3

21.2

販売費及び一般管理費 △232 3.3

22.9

研究開発費 △250 10.9

製品に係る
無形資産償却費

0.8

△8 △11.1

その他の収益・費用 △6
42.6

営業利益 466 275.0

金融収益・費用 91 △67.3

51.0

税引前四半期利益 557 38.2

税金費用他 △131 135.2

親会社の所有者に帰属する

四半期利益

38.9

426 22.6

注) 売上収益にはADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金が含まれております。

　



③ 開発品(2023年７月31日現在)

領域

開発No.

(一般名)

［製品名］

作用機序

(剤型)
適応症 ステージ 起源 開発

感染症

S-649266

（セフィデロコルトシ

ル酸塩硫酸塩水和物）

[米国：Fetroja®]

[欧州：Fetcroja®]

細胞壁合成阻害（注

射）

腎盂腎炎を含む複雑

性尿路感染症、院内

肺炎（米国）

治療が限定される好

気性グラム陰性菌に

よる感染症（欧州）

カルバペネム系抗菌

薬に耐性が考えられ

るグラム陰性菌によ

る各種感染症（日

本）

治療選択肢が限られ

るグラム陰性菌に感

染した成人患者の治

療（台湾）

グローバル：フェーズⅢ

（小児）

日本：申請（2022年3月）

台湾：申請（2022年12

月）

自社 自社

S-033188

（バロキサビル マル

ボキシル）

[日本：ゾフルーザ®]

キャップエンドヌクレ

アーゼ阻害（経口・顆

粒）

インフルエンザウイ

ルス感染症

日本：申請

（体重20kg 未満）（2018

年8月）

台湾：申請（5-11歳、治

療および予防）（2023年7

月）

自社 自社/Roche

（スイス）

S-268019 ワクチン（筋注） 新型コロナウイルス

感染症の予防

日本：申請（2022年11

月）

日本：フェーズⅢ

グローバル：フェーズⅢ

自社 自社

S-268019 ワクチン（筋注） 新型コロナウイルス

感染症の予防（青少

年）

日本：フェーズⅡ/Ⅲ 自社 自社

S-268019 ワクチン（筋注） 新型コロナウイルス

感染症の予防（学

童）

日本：フェーズⅠ/Ⅱ/Ⅲ 自社 自社

S-217622

（エンシトレルビル

フマル酸）

[日本：ゾコーバ®]

3CLプロテアーゼ阻害剤

（経口）

新型コロナウイルス

感染症の治療（12歳

以上）

日本：緊急承認（2022年

11月）、通常申請（2023

年6月）

フェーズⅡ/Ⅲ

グローバル：フェーズⅢ

韓国：申請（2023年1月）

自社 自社

S-217622

（エンシトレルビル

フマル酸）

[日本：ゾコーバ®]

3CLプロテアーゼ阻害剤

（経口）

新型コロナウイルス

感染症の治療

(小児 5-11歳)

日本：フェーズⅢ 自社 自社

S-217622

（エンシトレルビル

フマル酸）

[日本：ゾコーバ®]

3CLプロテアーゼ阻害剤

（経口）

新型コロナウイルス

感染症の予防

グローバル：フェーズⅢ 自社 自社

F901318

（Olorofim）

ジヒドロオロト酸デヒ

ドロゲナーゼ(DHODH)阻

害（経口）

侵襲性アスペルギル

ス感染症

グローバル：フェーズⅢ F2G（英国） 自社/F2G

S-892216 3CLプロテアーゼ阻害剤

（経口）

新型コロナウイルス

感染症の治療

日本：フェーズⅠ 自社 自社

S-337395 RNA依存性RNAポリメラ

ーゼ阻害（経口）

RSウイルス感染症 日本：フェーズⅠ 自社/UBE 自社/UBE

　



領域

開発No.

(一般名)

［製品名］

作用機序

(剤型)
適応症 ステージ 起源 開発

疼痛・神経

S-297995

（ナルデメジントシル

酸塩）

[日本：スインプロイ

ク®]

[米国：Symproic®]

[欧州：Rizmoic®]

末梢性オピオイド受容

体アンタゴニスト

（経口・散剤）

オピオイド誘発性便

秘症（小児）

欧州：フェーズⅠ/Ⅱ 自社 自社

S-812217

（ズラノロン）

GABAA受容体ポジティブ

アロステリックモジュ

レータ（経口）

うつ病・うつ状態 日本：フェーズⅢ Sage (米国) 自社/Sage

SDT-001 中枢作用に基づく、治

療用デジタルアプリ

ADHD患者の不注意症

状（小児）

日本：フェーズⅢ Akili (米国） 自社/Akil

BPN14770

（Zatolmilast）

PDE4Dネガティブアロス

テリックモジュレータ

（経口）

脆弱X症候群 米国：フェーズⅡ/Ⅲ Tetra (米国) 自社/Tetra

BPN14770

（Zatolmilast）

PDE4Dネガティブアロス

テリックモジュレータ

（経口）

アルツハイマー型認

知症

米国：フェーズⅡ

日本：フェーズⅡ

Tetra (米国) 自社/Tetra

GRT7039

（Resiniferatoxin)

TRPV1受容体アゴニスト

（関節腔内注）

変形性膝関節症に伴

う疼痛

グローバル：フェーズⅢ Grünenthal

（ドイツ）

Grünenthal

S-151128 新規メカニズム（注

射）

慢性疼痛 日本：フェーズⅠ 自社 自社

フロンティ

ア

ADR-001 ヒト他家脂肪組織由来

の間葉系幹細胞

（注射）

非代償性肝硬変 日本：フェーズⅠ/Ⅱ ロート(日本) 自社/ロート

S-309309 モノアシルグリセロー

ルアシルトランスフェ

ラーゼ2阻害剤（経口）

肥満症 米国：フェーズⅡ 自社 自社

S-588410 がんペプチドワクチン

（注射）

食道がん 日本：フェーズⅢ オンコセラピ

ー・サイエン

ス （日本）

自社

S-588410 がんペプチドワクチン

（注射）

膀胱がん 日欧：フェーズⅡ オンコセラピ

ー・サイエン

ス （日本）

自社

S-488210 がんペプチドワクチン

（注射）

頭頸部がん 欧州：フェーズⅠ/Ⅱ オンコセラピ

ー・サイエン

ス （日本）

自社

S-588210 がんペプチドワクチン

（注射）

固形がん 英国：フェーズⅠ オンコセラピ

ー・サイエン

ス （日本）

自社

S-222611

（Epertinib）

HER2/EGFRデュアル阻害

薬（経口）

悪性腫瘍 欧州：フェーズⅠ/Ⅱ 自社 自社

SR-0379 肉芽形成促進作用

（外用）

皮膚潰瘍（褥瘡、糖

尿病性潰瘍）

日本：フェーズⅢ ファンぺップ

（日本）

自社/ファン

ペップ

S-005151

（レダセムチドトリフ

ルオロ酢酸塩）

間葉系幹細胞を末梢血

に動員（注射）

脳梗塞 グローバル：フェーズⅡb ステムリム

（日本）

自社

S-005151

（レダセムチドトリフ

ルオロ酢酸塩）

間葉系幹細胞を末梢血

に動員（注射）

表皮水疱症 日本：フェーズⅡ ステムリム

（日本）

自社

S-531011 抗CCR8抗体（注射） 固形がん 日本・米国：フェーズⅠ

b/Ⅱ

自社 自社

　



＜導出品＞

開発No.

(一般名)

［製品名］

作用機序

(剤型)
適応症 ステージ 起源 開発

S-033188

（バロキサビルマ

ルボキシル）

[米国：XofluzaTM]

キャップエンドヌク

レアーゼ阻害（経

口）

インフルエンザ

ウイルス感染症

米国：申請（小児、1歳以上）（2020年3月）

グローバル：フェーズⅢ （小児、1歳未満）

グローバル：フェーズⅢ （伝播抑制）

自社 自社/Roche

（スイス）

S-555739

（Asapiprant）

プロスタグランジン

D2 DP1受容体拮抗

（経口）

COVID-19の重症

化抑制

米国：フェーズⅡ 自社 BioAge (米国)

S-723595

(TLC-3595)

アセチルCoAカルボキ

シラーゼ2阻害(経口)

2型糖尿病 ニュージーランド：フェーズⅡa 自社 OrsoBio（米

国）

S-365598 インテグラーゼ阻害

（超長時間作用型注

射）

HIV感染症 米国：フェーズⅠ 自社 SHIONOGI-ViiV

Healthcare

※S-0373：申請を取り下げ、追加臨床試験の実施可能性を検討中

2023年５月10日からの変更点

変更点

S-033188：台湾：申請（5-11歳，治療および予防）（2023年7月）

S-217622：台湾：通常承認申請への切り替え方針のため

S-0373:日本：申請取り下げ（2023年7月）

S-723595：ニュージーランド：フェーズⅡa開始、適応症の変更（NASH⇒2型糖尿病）
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